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賢
ヶ
月
分
Z
人
足
百
人

右
之
通
無
相
違
疋
人
馬
大
切
1
1爲
相
勤
可
申
砟
、
依
之
ー
札
入
置
申
办
段
如
件 

明
治
冗
辰
命
九
月

品
川
宿
汝
役
人>

衆

中

同
助
鄕
は
憋
代

要
す
る
に
維
新
當
時
に
お
け
る
品
川
宿
の
混
亂
と
そ
の
助
鄕
村
々
の
疲
弊
と
は
上
揭
の
諸
文
獻
が
ょ
く
說
明
し
て
ゐ
る
0
明
治
三
年 

二
月
の
驛
遞
改
芷
.を
經
.て
、
陸
遝
會
社
の
設
觉
と
な
り
、
明
治
五
年
八
：月
_
日
.を
限
'
 
諸
道
：の
傳
馬
所
幷
び
に
助
鄕
の
諸
制
度
は
廢 

止
さ
れ
た
？
そ
の
際
品
川
宿
に
お
け
.る
一
切
の
貸
借
は
如
何
處
分
さ
れ
た
か
、
現
#
の
資
料
で
は
明
白
に
な
ら
な
い
0:
唯
永
年
に
亙
る 

苛
役
か
ら
脫
し
得
た
こ
と
は
そ
れ
等
助
鄕
村
々
に
と
つ
て
多
大
の
歡
窨
で
ぁ
つ
た
こ
と
は
こ
れ
を
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
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ハ
ロ
ル
ド
•ラ
ス
キ
の「

ョ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
主
義
の
發
達」

.を
紹
介
す
：る
の
に
は
、
多
少
の
理
由
が
あ
る
。
そ
’れ
は
自
由
主
_
に
關
す 

る
解
釋
が
近
來
迤
だ
區
々
で
あ
つ
て
、
何
が
自
由
中
；_
を
意
味
す
る
か
さ
へ
も
、
明
白
で
：な
い
狀
態
だ
か
：ら
で
あ
る
？
そ
の 

ー
ニ
に
つ 

い
て
擧
げ
て
見
や
ぅ
。 

「

そ
の
第
一
は
、
プ

r
.ッ
シ
ズ
ム
の
方
面
.に
お
け
る
自
由
主
義
觀
で
あ
る
。

フ
ァ
？V

ズ
ム
は
、
そ
の
全
體
主
義
の
立
場
か
ら
、
共
產 

主
義
、
'社
會
生
義
に
反
對
す
る
と
と
も
に
、
自
由
主
義
を
も
排
擊
す
る
。
而
：し
て
.、
そ
れ
は
ま
た
資
本
主
義
に
も
對
立
す
る
が
如
.き
觀 

を
な
し
て
ゐ
る
。
こ
の
：場
合
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
解
釋
で
は
、
自
由
中
：

g

は
資
本
主
義
と
同
.

一

概
念
と
せ
ら
れ
て
ゐ
.■る
。
自
由
主&

の
克 

服
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
の
重
寒
な
使
命
と
し
て
ゐ
る
が
、：

こ
：の
自
由
主
義
の
克
服
'は
、
彼
罅
に
從
へ
ば
、
' 同
時
：に
資
本
主
義
の
克
服
を 

意
味
す
.る
。
從
つ
て
、
自
由
生
義
と
資
本
生
義
と
の
間
に
何
等
.の
區
別
：を
設
け
.ず
、
.
.ま
た
資
本
生S

の
發
展
的
段
階
に
お
い
て
、
自
由 

生
義
は
後
退
し
、
獨
占
資
本
主
義
.の
政
策
が
.採
用
ぜ
ら
る〜

に
至
る
.と
い
4
が
如
.き
立
：場
を
：フ
ア
；ッ
シ
X
ト
は
.採
&
.な
.い
。
資
本
生
義

ラ
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は
瘍
ま

f

自
由
義
と
解
釋
し
、
：自
|

_
§

洽
及
8

濟
政
策
が
ご
g

資

本

義

の

下

に

行

は

れ

て

ゐ

る

と

フ

T
ッ
シ
ス
ト
は
考
ヘ
て
ゐ
る
の
，で
.
I

O

.故
に
、

^
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^

シ
ス
ト
0

政
栉
掌
握
を
も
っ
て
、
自
由
裏
の
，克
服
と
考
へ
：：て
ゐ
る
の
で
I

。
'含

i
 I

の
肩
I

義
に
對
す
る
解
_
は
、
マ
ル
ク
シ
ス
ト
、
殊
f

ム
£
 

,

5
ト
S

S

I

.

O

.

コ
'ム
ミ
ユ
.ニ
ス
ト
ば
、
J

レ 

タ
リ
ア
獨
裁
を
主
張
す
る
點
に
.お
い
て
、
.ゾ
1
シ
ャ
ル
•デ
モ
：ク
ラ
.シ
1
の
立
場
に
.反

對

每

鬆

こ

の

，す

シ

ャ

.レ
•デ 

气
ク
ラ
シ
丨
に

f
す
る
反
對
に
お
：い
て
、

b
ム
ミ
ユ
二
：ネ
ト
は
、
.
こ

の

内

に

讓

社

會

裏

衆

た

は

國

家

資

本

S
的
■

を
認
め
、
_ 

そ
こ
に
ソ
丨
シ
ャ
ル
•デ
モ
ク
ラ
シ
i

獨
占
資
本
主
義
とQ

妥
協
I

見
し
、
そ
れ
I

っ
て
、
ソ
丨
シ
ャ
ル
•
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
と 

し
-

K.

の
て
あ
る
而
し
て
自
申
王
義
を
、
か
く
の
如
き
ソ
1
シ
ャ
ル
•
.フ
T
.マ
シ
ズ
.
.み
篇
ず
る|

援
助
者
と
解
釋
し
、そ
れ

が

封
建 

產
に
對
し
た
や
ぅ
I

新
的
意
義
ま
I
.進
歩
性
$

失
し
て
、
單
な
る
I

s
割
I

磨
じ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
す 

る
の
で
あ
る

r
し
て
獨
占
資
本
義
下
に
お
け
る
、
か
4

役
割Q

馨
と
し
て
、
自
由
，S

を
解
釋
す
る
の
が
、n

ム
ミ
ユII 

ス
ト
の
立
場
で
あ
る
。

淨

三

は

リ

へ

ラ

リK

ム
と
リ
ベ
ラ
ア
ル
と
を
同
義
語
と
す
る
最
も
通
俗
的
な
解
釋
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
個
人Q

生
活
こ
覆 

す
る
態
度
の
問
題
で
あ
る
。
個
人
的
問
題
に
對
す

f

ベ
ラ
ァ
丨
ル
の
態
度Q

保
持
者
を
す
べ
て
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
呼
ぶ
の

^

現
在 

の
シ
ナ
リ
ス
ム
な
ど
に
お
け
る
慣
習
の
や
ぅ
で
あ
る
。
生
所
態
度
に
對
す
る
寬
容
忡
'を
リ
ベ
テ
リ
ズ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
は
、

一
前
の 

#
釋
で
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
宗
敎
上
に
お
け
る
寬
容(

ト
レ
レ

5

W
.ン¥

盡

し

た

こ

f

思
ひ
合
せ
てV

翁

不

都

合

で

は

を

ア 

力
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
淡
坐
活
上
の
問
題
に
關
し
て
，の
寬
容
で
あ
る
と
い
ふ
點
に

'お
い
て
、
と
れ
を
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
同
一
見
す
る 

こ
と
は
、
適
切
な
解
釋
と
い
ふ
こ
と
は
出
來
ぬ

' 

■

自
由
主
義
に
對
す
る
か
、
る
解
釋
が
不
適
當
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
自
由
主

'義
の

本

來

章

義

は

：％
:に
±■
つ
て
、
間
明
す
る
こ
と
が
出
來 

る
か
。
■そ
れ
は
自
由
主
義
の
歷
史
性
の
問
題
を
深
く
堀
り
下
げ
る

.こ

.と
に
ょ
つ
て
得
ら

.る
、
の
.■で

’あ
る
。
殊
に
歷
史
を
尊
重
す
る
と
稱 

す
る

.フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
に
し
て
も

*
本
來
の
.歷
史
的

.事
實
を
無
視
し
て
、
主
觀
的
解
釋
を
そ
の
ま

1
客
觀
的
事
象
に
押
し
附
け
る
こ
と
：は 

不
,̂

で
あ
ら
ぅ
。

M
ら
に
、
イ
デ
オ
.口
ギ

ー

の

歷

史

性.
を
强
調
す
る
マ
ル
ク
シ
ス
ト
が
：、
.フ
ァ
ッ
シ
..ス
ト
漱

.の
獨
斷
論
を
も
つ

.て
、
自 

曲

主

義

の

解
！！

に

臨

む

こ

と

は

、

自

ら

の

.歴
史
的
方
法
を
放
棄
し
た
の
で
あ
り
、

一
の
.獨
#
的
解
釋
な
り
と
い
は
ざ
る
を
得
な
い

。
'
.
'

從
つ
て
、
自
由
主
義
の
解
釋
に
關
し
て
は
、
そ
の
本
來
の
歷
史
性
を
間
明
す
る
こ
と
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
點
に
お
い
て
、

ハ 

ロ

;1
>
ド
*
ラ
ス
キ

0 .
.

「

ョ
ー

:
1ッ
•
ハ

自

由

主

.
_
の

發

展

J

は
、
近
來
の
注
目
す
べ
き
著
述
で
あ
る

o
.そ
の
構
造
は
、
次
の
如
ぐ
で
あ
る
。

第
一
章
：
歷

史

的

背

景

こ

の

章

に

お

い

て

は

*
自
由
生

8
の
檐
當
者
た
る
べ
き
階
級
が
第
十
六
世
紀
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、
リ
フ 

ォ
ー
メ
ー
シ

_
ン
時
代
に
發
坐
し
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
時
代
ま
で
に
そ
の
社
會
的
•
政
治
經
濟
的
覇
權
を
掌
握
す
る
に
至
つ
た
事
情 

並
に
、
か
、
る
歷
史
的
從
割
に
お
い
て
、
基
礎
と
な
つ
た
哲
學
ま
た
は
イ
デ
オ
口
ギ
ー
が
自
由
主
義
な
る
所
以
を
詳
論
し
て
ゐ
る
。

第
二
章
第
十
七
世
紀

_

こ
の
世
紀
は
、
第
十
六
世
紀
に
お
け
る
自
由
主
義
の
萠
芽
時
代
か
ら
更
ら
に
進
ん
で
自
曲
主
義
建
設
の 

天
才
出
現Q

時
代
で4

.

る
。/

J
Q

時

代

忘

い

て

は

、
前
代Q

中
世
的
封
建
制Q

打

破

鐘

ん

で

、
近

代

民

族

讓Q

成
立
と
な 

り
、
そ
の
理
論
家
と
し
て

-
デ
カ
ル
ト
、
ホ
ッ
ブ
ス
、
ロ
ッ
ク
、
パ
ス
カ
ル
、
サ
イ
デ
ナ
ム
、
ベ
エ
イ
ル
な
ど
の
諸
天
才
の
出
児 

が
あ
つ
て
諸
方

.面
に
.お
け

.る
自
由
生

_
の
建
設
が
あ
つ
た
。
第
十
六
.世
紀
が
自
由
主
義
的
思
想
運
動
の
勝
利
の
見
通
し
が
つ
い
た 

時
代

.で
あ
る
と
す
を
な
ら
ば
、
第
十
七
世
紀
は
そ
の
売
全
な
勝
利
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
新
思
想
-
即
ち
ブ
ル
ジ
日
ア
的 

思

想

の

諸

樣

相

を

表

式

化

せ

ば

，次

の

如

く

で

あ

る

。
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度
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政
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キ
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グ
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ハ

經

濟
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支

配
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た

め

の

權

カ

■

U

植

民

地

獲

得

の

た

め

の

征

服

.;
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"ホ
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會

の

農

村

に

對

す

る

支

配
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:
■

而
し
て
こ
れ

■ら
は

知

識

の

普

及

(

^
期

^
行

物

0
墙

加

)

敎

育

*
宗

敎

*
*̂.
律

な

.ど
を

通

じ

て

實

現

さ

れ

て

ゐ

る

0 

第三章：第
十
八
世
紀
第
十
八

#
紀

は

自

由

主

義

.の
完

成

の

時

代

で

.あ
る

.0

フ

ラ

ン

.ス
に

お

け

る

自

由

主

義

の

發

跤

及

び

そ

3 

政

治

的

表

現

と

し

て

の

フ

ラ

ン

ス

革

命

が

あ

り

、

フ

ラ

ン

ス

は

自

由

主

義

の

中

心

地

.と
な

つ

た

？

か

X
る

政

治

的

自

由

主

義

に

對
 

し

て

、

ィ

ギ

リ

ス

は

經

濟

的

I

主

義

.
Q

中

心

地

で

I

。

H

葉

革

命

Q

進

行

、
そ

Q

襲

Q

ィ

デ

オ

&

1
グ

と

し

て

Q

ア

ダ

ム

• 

.

ス

ミ

ス

.が
あ

る

？

か

く

て

(

第

十

八

世

.紀
は

自

由

主

義

の

實

現

の

.時
代

で

あ

る

。
，而

し

て

*
こ

の

自

由

主

義

は

、

前

代

か

ら

の

特
 

■徵
と

し

て

、
所

有

階

級

的

色

彩

を

多

分

に

持

つ

て
ゐ
.る
。

自

由

主

義

.に
お

け

る

自

由

は

、

所

有

考

の

.

由

で

あ

つ

て

、

_
所

有

若 

の

自

由

で

は

な

い

。

こ

Xに
自

由

主

義

の

特

色

が

あ

る

。
.
第

十

八

世

紀

の

急

進

的

自

由

主

義

思

想

家

の

宗

敎

：に

對

す

る

態

度

は

最
 

も

ょ

く

、

そ

の

こ

と

を

示

す

も

の

.で
あ

る

？

彼

等

は

一

の

宗

敎

利

用

論

者

.で
あ

つ

て

、

こ

の

點

に

お

い

て

、
：土

地

所

有

と

深

く

^
 

び

っ

ぃ

て

ゐ

た

舊

傳

銃

的

勢

カ

と

し

て

の

宗

敎

と

の

妥

協

を

承

し

て

ゐ

た

。

彼

等

の

主

張

し

た

こ

と

は

、

企

業

に

對

す

る

宗

敎

の

干
渉
を
排
し
た
の
で
あ
り
、
無
所
有
紫
に
對
す
る
慰
安
と
し
て
の
宗
敎
を
是
認
し
、I

般
に
は
宗
敎
を
私
事(

ブ
ラ
イ
ヴH

ト

* 

マ
ッ
タ
ア)

と
し
て
取
扱
つ
た
.の
で
あ
つ
た
。
か
く
て
、
こ
の
時
代
の
自
由
主g

は
、
所
有
考
の
.自
由
主
義
た
る
本
質
を
示
し
て 

:

.ゐ
る
o

.
第
四
章
そ
の
後
の
發
展
。

第
十
九
世
紀
の
自
由
主
義
を
論
ず
る
の
：が
、
こ
の
章
の
目
的
で
は
あ
る
が
、
ラ
ス
キ
は
、
第
十
九
世 

.•
:
'紀を

.'

も
っ
て
' 
寧
ろ
自
由
主
_
に
對
す
る
枇
制
の
時
代
と
し
て
ゐ
る
o
. 

/

\

第I

. •'保
守
主
^
の
批
刺
.
ド
.
•メ
..
 H'

ト
ル
、.
.へ
ー
ゲ
..ル.、
.，ロ
；..マ，.
.ン.テ
ィ
ク
，の
思
想
家
、：
ク
.丨
.リ
.
'ッ、チ
.、
力
ー
ラ
ィ
.ル
、
サ
ウ
シ*-、

■

デ
イ
ス
ラH

リ
、
シ
ス
モ
ン
デ
イ
、
：h;

ン
ト
及
び
そ
の
學
徒
の
批
刺
。
:■
:

;

:
,

第一

一
.
社
#
生
_
の

批

判

サ

ン

•
シ
モ
ン
、
ロ
バ
ア
ト
•
オ
ノ
エ
ン
、
シ
ヤ
ア
ル
•
フ
ー
リ
エ
及
び
そ
れ
ら
の
學
徒
、
マ
ル
ク
ス 

及
び
そ
の
學
徒
。

■;
'■ 

‘ 

.

第

三

‘社
會
政
策
の
批
判
.社
會
施
設
國
家(

s
o
c'E
.
s
e
I
T
i
c

'<
t
>
^

|

)

の
主
張
者
の
批
判
で
あ
；り
、
ド
ィ
ツ
.の
社
會
政
策
論
者
の 

批
判
が
、
そ
の
重
な
る
も
の
.で
あ
り
•
前
掲
第1

に
擧
げ
た
批
判
者
の
あ
る
も
の
，、
例
へ
ば
、
コ
ン
ト
の
如
き
は
こ
の
部 

類
に
算
入
す
る
も
よ
し
。
§

大
戰
以
前
ま
で
の
批
判
で
あ
る
.。

第
四
フ
ア
ツ
へ
シ
ズ
ム
の
批

^

.

..か
く
て
，
第
四
章
を
終
っ
て
ゐ
石
が
、
第

一

章

■11
:

丨
八
五
頁
、
第一

一
章
K
六
I
.
Uハ
〇
頁
、
第
三
章
、J 

■六
，
一
丄I

三
六
頁
" 

第
四
章
ニ
三
七
丄

1六
四
頁
で
あ
0
て
、
第
四
章
は
、.最
も
少
い
の
で
あ
るo
:;
こ
i
に
、
ラ
ス
キ
の
自
由
主
義
の
取
扱
方
法
に
關
す 

る
特
徴
が
あ
る
と
い
ひ
得̂

の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
點
に
お
い
て
、
從
來
の
自
由
主
義
の
研
究
者
が
第
十
九
世
紀
を
自
由
主
_

の 

世
紀
と
し
て
ぞ
の
硏
究
の
■
象
とし
た
點
と
最
も
異
る
も
の
が
あ

り

、

一
の
虫
義
の
歷
史
性
を
硏
究す
る
立
場
と
し
て
は
、
こ
の
カ
&

ラ
ス
キ『

ョ
I
®,
ツ
バ
自
由
由
義
の
錢
達
，

」

.

?—
•
山

ハ

七

§

£

〕



ラ
ス
キ
.
？

r

 

I 
ッ
.バ
.自
由
虫
義
-の：

發
！

 ̂

一
.六y

 

S

B

 

^

認̂
さ「

る
.ぺ
ぎ
で
あ
ら
ぅ
'。
> ニ
：

：

.

：
.

"

.

.

H

'
 

•

'■“IV

ス
キ
の
.重

1は

以

上

：
の
：
や

ぅ

な

镄

造

_を
有
ず
る
，̂

で
あ
つ
て
、
.普
通
0
自
由
主
義
.の
_
史
.と
.は
大
き
な
差
異
が
あ
2>
0
普
8
の 

自
邮
生
義
臾
家
は
、
自
由
生
義
史
.に
.お
い
て
、
そ
の
主
ヵ
を
第
十
八
.
*第
十
九
世
紀
の
兩
.世
紀
、
特
に
第
十
九
祉
紀
に
注
ぐ
の
が
普
'si
で 

あ
る
：.が
V
,ラ
ス
キ
は
こ
.の
.
.

j

般
に
行
は
れ
て
ゐ
る
方
法
を
採
ら
ず
、
自
由
主
義
の
根
源
を
近
代
民
族
國
家
の
發
生
時
代
に
求
め
て
ゐ
る 

の
で
あ
る
。
2:
-
の
，點
は 

> 彼
の
卓
見
と
し
て
注
意
ず
-る
に
値
ず
る
。

こ
の
-

}
は
、
從
來
か
ら
と
て
も
行
は
れ
な
^
つ
を
も
の
で
は
な 

い
が
、
ラ
ス
中
；に
ょ
つ
て
、
特
に
明
自
に
さ
れ
た
點
で
#
.る
0

ラ
ズ
キ
は
ョ
ー
'ロ
ッ
パ
自
_
主
義
發
達
臾
セ
し
て
自
由
主
籤
‘の
取
扱
方
法
に
お
^
て
パ
國
別
の
自
由
主
義
臾
^

へ
ぱ 

G
u
i
d
o

 D
e

 Ruggiero,. T
h
e

 
m
s
t
o
l
y

 

of E
u
r
o
p
e
s

 LiberaHs

日
' 1927. 

English translation b
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m
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l
o
d
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の
や
ぅ
な
方
法
を
採
用
せ
ず
、
ま
た
多
く
の
社
會
•經
濟
•政
治
思
想
史
の
-研
究
者
の
採
つ
て
ゐ
る
思
想
家
別
CD
.方
法
を
®
つ
て
ゐ
&
い
。 

勿
論
こ
の
方
法
は
ラ
ス
キ
特
有
の
も
の
で
は
な
い
が
-
ラ
ス
キ
の
著
書
ヒ
お
^
て
は
、
自
A
中
：顏
の
.流
れ
と
そ
の
栽
礎
的
事
實
と
が
、 

ょ
く
線
合
せ
.ら
れ
て
、
識
者
を
し
.て
、
.ょ
く
自
凼
主
_
の
本
質
を
理
解
せ
し
め
、
'
-

a
つ
そ
の
史
的
發
M
の
，
本

質

を

把

握

せ

し

め

る

に

.
役 

立
つ
方
法
に
お
い
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
ラ
ス
キ
が
，
そ
の
著
書
題
名T

h
e

 

Rise 

of 

European 

L
i
b
e
r
a
l
i
s
m

の

下

に

M

i
 ̂
 

m
t
€
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n

と
し
て
ゐ
る
の
は
、
そ
の
取
扱
方
法
を
如
實
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
所
期
に
背
か
ぬ
も
の
で
あ
る
と
、 

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
く
て
、
ラ
ス
キ
は
"
自
由
主
義
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
自
體
と
し
て
取
扱
ふ
抽
象
的
論
_
に
陷
ら
ず
、
イ
デ
オ
ロ 

ギ
ー
.の

寒

礎

的

事

實

を

見

逃

し

.て

ゐ

な

い

'
。

'

M

し

て

、

こ
の
碁
礎
的
事
實
と
は
、
資
本
主
義
的
生
產
方
法
に
そ
の
根
源
を
有
す
る
社
會

妒
關
係
の
重
要
で
あ
り
、
殊
に
そ
の
著
の
第
一
章
は
、
か
X
る
疆
的
事
實
と
そ
の
イ
デ
オ
ロ
T

と
し
て
の
自
由
■

と
の
見
實
勺 

關
係
を
七
十
數
頁
に
亙
つ
て
：論
じ
：て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
唯
物
史
觀
の
信
奉
者
た
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
公
式
的
唯
物
史
觀
を
斥
け
て
ゐ
る
。 

例
へ
ば
、
經
濟
と
宗
敎
と
の
關
係
、
殊
に
資
本
主g

と
ブ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
關
係
に
お
い
て
、
マ
ッ
ク
ス
•
ウ
二
バ
ア

0免
、
即
ち 

フ
已
ア
ス
タ
ン
ト
の
^
理
が
資
本
主
義
經
濟
組
織
の
主
動
動
因
と
す
る
が
如
き
見
解
に
賛
同
せ
ず
、
寧
ろ
タ
ウ
ネ
イ
と
と
も
に
、
そ
の 

逆
を
主
張
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
宗
敎
の
經
濟
に
對
す
る
依
存
性
を
認
め
る
に
も
拘
ら
ず
、
な
ほ
宗
敎
と
經
濟
と
の
相
互
作
用
を
認 

め
る
が
如
き
立
楊
に

I

の
で
あ
る
。
彼
は
ど
こ
ま
で
も
、
•現
®
的
な
資
料
に
よ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
や
う
と
す
る
も
の 

で
あ
つ
て
、
公
式
的
論
議
ぞ
な
す
も
の
：で
は
な
い
.
？

.

' 

.

要
す
る
に
、
ラ
.ス
ヤ
は
自
由
主
義
を
そ
の
歷
史
の
流
れ
に
.お
い
て
理
解
せ
ん
と
す
る
も
の
：で
あ
る
。
旣
に
こ
の1

文
の
胃
頭
に
論
じ 

た
や
う
に
-
自
由
主
義
0:
勝
手
氣
儘
な
解
釋
に
お
.い
て
;'
自
由
主
義
の
功
罪
を
5

す
る
が
如
き
態
度
で
は
な
い
0
今
日
は
旣
に
自
由 

主
義Q.

時
代
で
は
な
い
。
し
か
し
.
自
由
主
義Q

否
定
は
必
ず
し
も
人
間
的
自
思
否
定
を
意
味
し
な
い
。
.
.：こ
の
意
味
に
お
い
て
、
自 

由
を1

定
の
立
場
に
お
い
て
論
じ
た
自
由
主
義
は
、
そ
の
.自
由
塵
募
定
す
る
の
餘
り
、
す
べ
'て
の
立
場
の
人
間
的
自
由
を
霊
せ 

ん
と
す
る
傾
向
を
生
む
で
ゐ
る
現
代
に
お
い
て
、，少
ぐ
f

w.
檢

討

♦

ち

れ

べ

き

理

由

が

.あ

る

。

ン

••

ラ
ス
キ
は
：
人
も
知
る
'や
う
に
、
.フ
ァ
ン
.ク
シ
日
'ナ
ル
卜
セ
t

l(

機
能
學
說〉

の
主
張
者
で
I

O

.そ
の

'
種

々

な

主

權

並

に

政

冶
 

に

關

すI

■

お

い

て’
彼

は
.こ
：
の

立

場I

現

し
I

る

。
：
而

し

て

，
、

I

フ：，
'

ン
f

 

;

重

に

そ

の

薦S

い

て
ゐ
る
。
'こ
，の
點
に
お
い
1 

ラ

ス

キ

、

マ

ッ

ク

イ

ヴ.
r
.
、
：.コ

ぶ
I

の
：

一,.

聯

翁

聽

說

_

を

出

ラ

メ

キ1
a

—

p
ツ

バ

肖

由

主

義
.

Q

發

達」

_
 

一

六

.

む

ヽ
l

b
 ノ



ラ

ス

キ

，9
1
»少
パ

自

由

主

：義

め

發

.輯
し

 

：

1
七
0 

' 

(

三
ニ
八)

そ
の
自
由
主
_
に
お
け
る
自
由
の
發
展
形
態
が
.見
出
ざ
れ
る
こ
.と
も
、
ま
た
偶
然
で
は
だ
い
？
而
し
て
：こ
れ
ら
の
論
者
が
祀
會
主
義
O' 

形
■
に
お
け
を
自
由
を
主
張
す
る
點
む
街
目
に
値
す
る
' 
同
じ
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
同
じ
傾
向
の
フ
ナ

y爱

日
ナ
ル
、

セ
オ
リ
ー
を 

持
つ
論
者
が
、
他
面
社
會
主
義
と
は
、
反
對
の
分
產
主
_

9
ぢ
;&
1
1
&
?
>
を
主
張
す
：る
.こ
と
.ち
、
わ
れ
わ
れ
.は
注
意
し
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
。
チ

*:K

夕
，1
ト
ン
、
ベ
〒
ッ
ク
な
ど
の
主
張
が
！

J

れ
で
あ
る
9
彼
等
.
.の
主
張
も
人
間
生
活
に
お
け
る
自
由
の
主
張
で
あ
つ
て
、 

自
由
の
否
定
者
と
し
て
の
コ
ム
ミ
ユ
ー
ー
ズ
ム
.：.

(

廣
ぐ
國
家
集
中
'申
；_
の
«:
#
主
義
.

)

.：と
獨
占
資
本
主
義
の
表
現
と
し
て
、
同
じ
く
自
由 

.の
否
定
者
で
あ
る
K

T
ツ
シ
ズ
ム
に
反
對
し
て
ゐ
る
？
こ
の
傾
向
は
，
マ
ョ
ン
‘
ラ
ス
.キ
ン
、
,ゥ
：ィ
'リ
.ア
^.
,
モ

リ

ス

の

創

造

的

人

生

觀
 

の
系
統
を
引
く
も
の
で
あ
る
ド
そ
れ
は
政
治
的
勢
カ
と
し
て
は
、
い
：ま
だ
强
カ
の
も
の
で
は
な
い
。
.
し
か
し
、
自
由
の
新
形
態
の
主
張 

漭
と
し
て
、
而
^
て
、
.捧
取
な
き
私
有
財
產
制
度
0'
主
張
者
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
注
目
を
.要
請
ず
石
1
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
：
 

自
由
が
種
々
な
角
度
に
お
い
て
，
論
究
せ
ら
る
i
と
ぎ
、
近
世
史
に
お
け
る
最
大
な
役
割
を
演
じ
た
自
由
主
義
の
硏
究
は
、

一

層
深
め 

ら
れ
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
o
そ
れ
は
沒
落
し
た1

の

.イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

と
し
て
放
置
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
理
論
上
か
ら
の 

み
で
は
な
く
、
現
實
坐
活
の
上
か
ら
も
然
り
で
あ
る
。
ラ
ス
キ
の
著
書
の
如
き
は
、
こ
の
點
で
第
一
に
讀
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

.

馬

場

敬

治

著

『

技

術

と

 

'社

會

』
(

第
！卷

>

 

:

:

.. 

. 

-
,

.

.著
苕
馬
場
敎
授
が
先
き
に
：

(

昭
和
八
年)

現
代
經
濟
學
全
集
中
の
一
卷
と
し
て
變
術
と
經
^』

の

一：書
を
公
に
せ
ら
れ
、
吾
國
に
於
け 

る
技
術
の
社
會
科
學
的
硏
究
に
多
大
の
刺
戟
を
與
へ
ら
れ
た
こ
と
は
、
•請
者
の
：周
く
知
ら
ー
る
\
所
で
あ
ら
ぅ
。
然
か
も
其
の
後
數
年
に 

し
て
今
此
處
に
私
が
著
者
の
新
著『

技
術
と
社
會』(

第
一
：卷〕

を
紹
介
し
得
る
こ
と
は
、
單
に
私
J

Aの
欣
快
と
す
る
所
に
止
ま
ら
ぬ
で 

あ
ら
ラ

。
..

旣
に
著
者
の
舊
著
と
新
著
と
の
表
題
が
こ
れ
を
示
し
て
ゐ
る
や
ぅ
に
、
新
著
に
對
す
る
著
者
の
觀
點
は
擴
大
せ
ら
れ
て
技
術
と
社
會 

の
關
聯
に
移
さ
れ
て
ゐ
る
0
.兩
著
作
の
主
內
容
に
從
つ
て
こ
れ
を
見
れ
ば
-
著
者
の
.舊
著
は
技
術
の
哲
學
的
硏
究
と
|

寧
ろ
|

そ 

の
經
營
學
的
硏
究
で
あ
る
の
に
比
し
て
、
そ
の
新
著
は
技
術
0
經
濟
學
的
硏
究
を
も
包
接
す
，る
寧
ろ
そ
の
社
會
學
的
硏
究
で
あ
る
と
見 

做
し
て
い
：、
0
そ
し
て
'こ
の
後
€>
硏
究
は
旣
に
著
者
に
依
つ
て
先
き
の
：著
作
の
內
に
公
約
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
0( 『

技
術
と
經
濟』

九
九

頁)

'
'
.
:
:
、
：

.

.
‘
、

.

著
者
が
新
に
問
題
と
す
る
技
術
と
社
會
の
關
聯
は
、
著
者
の
見
解
に
從
へ
ば
、
次
ぎ
の
如
く
ニ
様
で
あ
る
と
海

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即

ち
、
，
'

:

,ノ
'
:
'
:
.
. 

,

-

.

'

:

馬
揚
敬
治
著『

技
術
ミ
社
會』

•七
—

. 

c
u
l
l
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